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　■

平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計

１９

予
算

　
　

反
対
討
論

　

議
案
第　

号
の
平
成　

年
度
八
潮

１２

１９

市
一
般
会
計
予
算
に
、
反
対
の
立
場

で
討
論
し
ま
す
。

　

政
府
は
「
経
済
成
長
に
資
す
る
」

と
い
う
名
目
で
大
企
業
や
大
資
産
家

へ
の
特
段
の
優
遇
税
制
を
行
う
一
方

で
、
国
民
に
は
昨
年
決
定
の
「
三
位

一
体
改
革
」
で
の
税
源
移
譲
に
よ
る

住
民
税
の
増
額
と
定
率
減
税
の
廃
止

を
今
年
度
実
施
し
ま
す
。
こ
の
住
民

税
の
増
額
と
定
率
減
税
廃
止
が
市
民

生
活
に
及
ぼ
す
影
響
と
負
担
の
増
大

が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
い
う
こ
と

を
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
平
成　
１９

年
度
八
潮
市
の
市
税
の
予
算
状
況
は
、

個
人
市
民
税
増
額
の
ほ
と
ん
ど
が
税

制
改
正
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

市
税
増
加
の
う
ち
大
半
が
収
入
低
迷

の
な
か
で
市
民
負
担
増
に
な
っ
て
い

く
状
況
が
み
て
と
れ
ま
す
。
増
税
に

よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に
も
、
税
は
本
来
国
民
の
格

差
と
貧
困
を
な
く
す
と
い
う
原
則
に

た
ち
か
え
る
べ
き
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
り
入
れ
を
増
額
し
て
い

る
こ
と
や
、
や
っ
と
消
防
庁
舎
建
設

事
業
に
着
手
す
る
な
ど
う
な
ず
け
る

点
は
あ
り
ま
す
が
、
民
生
費
の
放
置

自
転
車
等
撤
去
保
管
返
還
業
務
委
託

料
を
見
直
す
こ
と
や
土
木
費
の
道
路

維
持
管
理
費
に
は
、
市
民
要
望
の
高

い
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
効
果
的

な
場
所
か
ら
行
う
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
総
務
費
の
市
民
文

化
会
館
管
理
運
営
業
務
委
託
料
に
は

実
態
に
合
わ
せ
て
人
的
配
置
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
子
ど
も
（
乳
幼
児
）
医
療

費
助
成
は
、
県
に
あ
わ
せ
て
通
院
も

就
学
前
ま
で
拡
大
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
近
隣
市
で
は
中
学
生
ま
で
年
齢

拡
大
が
実
現
し
て
き
て
お
り
、
一
層

の
年
齢
拡
大
を
求
め
ま
す
。
不
公
平

税
制
か
ら
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

も
、
私
た
ち
が
何
度
も
提
案
し
て
い

る
介
護
保
険
認
定
者
の
障
害
者
控
除

の
周
知
や
控
除
を
す
る
に
当
た
っ
て

障
害
者
手
帳
に
そ
の
根
拠
を
置
く
こ

と
を
や
め
る
こ
と
、
ま
た
保
育
所
保

育
料
の
税
制
改
正
に
よ
る
基
準
の
変

更
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
住
民
税
の

増
額
で
最
も
市
民
生
活
に
打
撃
を
与

え
、
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
増

加
へ
の
配
慮
が
採
ら
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
ま
す
。

賛
成
討
論

　

歳
入
で
は
市
民
税
で
税
源
移
譲
や

税
制
改
正
等
に
よ
り
、
ま
た
、
固
定

資
産
税
で
は
、
実
績
等
を
勘
案
し
増

額
を
見
込
み
、
市
税
全
体
で
は
対
前

年
比　

・
８
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

１２

市
税
等
の
徴
収
に
対
す
る
対
応
を
踏

ま
え
、
自
主
財
源
の
確
保
に
真
剣
に

取
り
組
む
姿
勢
が
窺
え
ま
す
。

　

歳
出
で
は
景
観
計
画
の
将
来
を
見

据
え
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
や
土
地
区
画
整
理
な
ど
、
快

適
で
便
利
な
都
市
基
盤
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
庁

舎
の
建
設
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
継

続
費
を
設
定
し
、
計
画
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
八
條
地
区
の
公
園
整

備
な
ど
安
全
な
生
活
環
境
を
図
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
４
月
か
ら

駅
前
保
育
所
を
開
設
、
障
害
者
地
域

生
活
支
援
事
業
の
充
実
や
児
童
手
当

法
の
改
正
に
伴
う
経
費
な
ど
ふ
れ
あ

い
と
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次

に
産
業
振
興
関
係
で
は
農
業
用
排
水

路
の
整
備
に
係
る
経
費
を
予
算
化
し

た
ほ
か
、
観
光
協
会
が
行
う
事
業
へ

の
補
助
な
ど
を
行
い
、
活
力
と
活
気

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
教
育
関
係
で
は
、
地

域
や
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
き

め
細
や
か
な
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

学
校
教
育
審
議
会
を
設
置
。
小
中
一

貫
教
育
に
係
る
取
り
組
み
を
積
極
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の

耐
震
化
・
大
規
模
改
修
事
業
の
予
算

化
な
ど
、
よ
り
良
い
教
育
の
推
進
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
他
、

第
４
次
八
潮
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
文
化
会
館

駅
前
分
館
や
駅
前
出
張
所
の
開
設
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
平
成　

年
度
の

１９

一
般
会
計
予
算
は
、
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
の
下
、
さ
ら
な
る
収
入
の
確

保
、
既
存
経
費
の
見
直
し
や
施
策
の

厳
選
に
努
め
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
第
４
次
八
潮
市
総
合
計
画
基
本

構
想
・
基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
、

多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
可
能
な
限
り
積
極
的
に
対

応
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
ま
す
。

本
予
算
の
適
切
な
執
行
に
努
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
健
全
な
行
財
政
運

営
に
期
待
し
ま
し
て
賛
成
討
論
と
し

ま
す
。

　
　■

平
成　

年
度
八
潮
市
上
水
道
事

１９

業
会
計
予
算

　
　

反
対
討
論

　

第
１
に
、
補
填
財
源
の
建
設
改
良

積
立
金
５
億
１
１
６
万
円
で
す
が
、

平
成　

年
度
決
算
で
確
か
に
５
億
４

１７

８
３
２
万
円
で
す
が
、
平
成　

年
度

１８

予
算
の
補
填
財
源
と
し
て
３
億
５
８

５
１
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
の

で
残
額
は
、
１
億
８
９
８
１
万
円
で

す
。
な
ぜ
、
財
源
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
議
会
の
平
成　

年
度
補
正

１８

が
承
認
さ
れ
て
は
じ
め
て
建
設
改
良

積
立
金
は
５
億
１
１
６
万
円
に
な
り

ま
す
。
議
会
に
か
け
た
も
の
は
、
議

会
で
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
変
わ
り
ま

せ
ん
。
第
２
に
継
続
費
で
す
。
中
央

浄
水
場
更
新
事
業
が
３
年
間
の
継
続

で
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
が
最
終
で

１９

す
。工
事
契
約
が
安
か
っ
た
こ
と
で
、

９
７
４
６
万
９
千
円
の
減
で
す
が
、

契
約
日
は
平
成　

年　

月
７
日
で
す
。

１７

１１

な
ぜ
、
契
約
確
定
時
に
補
正
で
き
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
追
加
工
事

等
が
出
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
全

部
終
わ
っ
て
か
ら
補
正
し
た
と
の
説

明
で
す
が
、
一
般
的
に
契
約
確
定
時

に
補
正
減
を
し
、
追
加
工
事
の
と
き

に
は
補
正
予
算
を
組
む
の
で
は
な
い

で
す
か
。
そ
の
他
の
契
約
も
請
負
残

が
で
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

疑
問
が
残
り
ま
す
。
第
３
に
料
金
改

訂
時
の
財
政
計
画
と
予
算
を
比
較
す

る
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
で
す
。
財

政
計
画
で
は
、
収
入
は
少
な
く
、
支

出
は
過
剰
で
財
源
不
足
と
し
、
料
金

引
き
上
げ
と
い
う
市
民
負
担
を
強
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
平
成　

年
度

１９

も
資
金
不
足
を
企
業
債
借
り
入
れ
で

補
う
計
画
で
す
が
、
予
算
で
は
０
円

で
す
。
さ
ら
に
、
約
９
０
０
０
万
円

の
純
利
益
で
す
。
料
金
引
き
上
げ
の

審
議
の
際
、
南
部
開
発
も
進
み
、
人

口
は
増
、
商
業
店
舗
等
も
増
え
て
く

る
こ
と
で
、
収
入
増
も
見
込
ま
れ
る

中
央
浄
水
場
更
新
事
業
等
の
財
源
は

現
状
で
行
い
、
そ
の
後
不
足
に
つ
い

て
は
議
論
す
べ
き
と
い
い
ま
し
た
が
、

料
金
引
き
上
げ
あ
り
き
の
財
政
計
画

が
、
適
切
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
石
綿
管
・
老
朽
管
の
布
設

替
え
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と

で
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
水
道
事

業
は
市
民
に
安
定
的
に
安
全
な
水
を

供
給
す
る
こ
と
が
使
命
で
す
。
安
定

的
に
は
、
料
金
の
安
定
も
含
ま
れ
ま

す
。
適
切
で
計
画
的
な
事
業
・
財
政

運
営
を
求
め
ま
す
。

賛
成
討
論

　

本
市
に
お
い
て
は
、
大
規
模
集
合

住
宅
等
の
相
次
ぐ
建
設
に
よ
り
人
ロ

は
急
増
し
て
お
り
、
昨
年　

月
ま
で

１１

の
デ
ー
タ
で
は
平
成　

年
度
同
期
と

１７

比
較
し
て
給
水
件
数
は
２
・　

％
増

６１

加
し
て
い
ま
す
が
、
収
益
と
な
る
有

収
水
量
は
約
０
・　

％
の
減
少
と
な

１１

っ
て
ま
す
。

　

水
道
料
金
収
入
に
つ
い
て
は　

億
１２

６
５
２
０
万
円
で
約　

・　

％
増
加

１０

８１

し
て
い
ま
す
が
、料
金
改
定
時
４
月
以

降
の
増
収
予
想
率　

・　

％
よ
り
下
回

１３
６７

っ
て
お
り
、事
業
的
に
も
値
上
げ
は
や

む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
、

今
後
の
経
営
見
通
し
も
楽
観
で
き
な

い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
の
使
命
で
あ
る

安
定
給
水
の
必
要
不
可
欠
な
整
備
に

つ
い
て
は
、
中
央
浄
水
場
や
市
内
全

域
の
配
水
管
整
備
が
計
画
的
に
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
本
年
度
予
算
は
、

水
道
事
業
収
益　

億
２
５
６
７
万
４

１９

千
円
で
前
年
比
１
・　

％
減
、
水
道

３７

事
業
費
用
は　

億
４
７
７
万
円
で
同

１８

３
・　

％
増
。
ま
た
、
資
本
的
収
入

４４

は
５
億
６
９
８
９
万
８
千
円
で
同　

・
５０

　

％
減
、
資
本
的
支
出
は　

億
６
８

３２

１５

３
３
万
６
千
円
で
同　

・　

％
減
を

１８

０４

そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

資
本
的
収
入
の
中
で
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
中
央
浄
水
場
更
新
事
業
に

係
る
２
億
６
７
０
０
万
円
の
起
債
は
、

資
金
の
効
率
的
運
用
に
よ
り
、
借
り

入
れ
せ
ず
に
対
応
で
き
る
と
の
こ
と

で
評
価
で
き
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
会
計
は
、
一
般
会
計

や
他
の
特
別
会
計
の
よ
う
に
事
故
も

な
く
計
画
通
り
執
行
す
る
こ
と
を
前

提
に
し
、設
備
整
備
も
据
え
置
く
こ
と

が
許
さ
れ
る
予
算
編
成
で
は
、未
知
の

災
害
・
事
故
や
第
三
者
の
過
失
等
に

よ
る
予
期
せ
ぬ
大
規
模
な
改
修
工
事

等
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
安

全
安
心
な
市
民
生
活
を
守
る
と
い
う

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
他
の
事
業
と
同

一
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
す
。

　

よ
っ
て
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
平
成

　

年
度
予
算
を
高
く
評
価
し
、
賛
成

１９討
論
と
し
ま
す
。

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
か
ら
討
論
の
あ
っ

１９

た
主
な
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
討
論
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

討　論
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